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来週の投資戦略（6/8-12）
調整?

2026 年 6 月 7 日

小松 徹

注目事項 － 見所

6 月 8 日、1-3 月期の実質 GDP 成長率改定値 ― 前期比+0.3％に低下？
6 月 10 日、５月の米国消費者物価指数 ― 前年比+4.2％。コア前年比+2.9％？
6 月 11 日、欧州中央銀行（ECB）理事会 ― 0.25％利上げ？総裁発言は？
6 月 12 日、米スペース X ナスダック上場 ― 買い殺到で初値は？

株式市場見通し

わが国の株式市場は先週水曜日に日経 225，TOPIX とも史上最高値を更新した。とこ
ろが、その後市場は変化した。木曜日はプライム上場企業の下落銘柄数が上昇銘柄数
の２倍以上となり、どちらの指数も下落したが、金曜日には上昇銘柄数が下落数を３
倍以上となったが、日経 225 は大きく下落した。そうした中で、金曜日に米国で発表
された５月の雇用統計で非農業部門雇用者数が前月比+17.2 万人と予想を大幅に上回
ったことから、連邦準備理事会（FRB）は利上げも視野にれ入るとの見方から半導体
関連銘柄中心にほぼ全面安となった。来週のわが国市場はこの流れを受け、さらにイ
ランと米国との戦闘再開かもという知らせも消化する。

先週注目事項として挙げた米ブロードコムの実績はまずまずだったが、今四半期の会
社の予想売上高がアナリストの期待を大きく下回ったため、当社の株価が２日間で
20％下落した（それでも年初来 12％高）。金曜日にフィラデルフィア半導体株価指数

（SOX）が 10%下げたとはいえ、２週間前に戻っただけで年初来では 72％高だ。今週
金曜日上場予定のスペース X をポートフォリオに組み入れるための換金売りが出たと
の見方もあろう。上場時に買いが殺到して値段が上がっても、７月 6 日までナスダッ
ク指数には関係ない。S&P500 は指数組み込みの基準に達していないとしているので、
S&P500 指数を買うファンドには影響しない。

さて、先週水曜日に日銀の植田総裁が如月会で「今月の利上げを議論する」と述べた
ことから、市場関係者の９割が利上げを織り込んだ。ここで大切なのは長期金利が変
動しなかったことだ。逆に利上げ見送りとならば、急激な円安など市場は大混乱しよ
う。ひとつテクニカルな話として、現在日銀が継続中の資産圧縮ぺースを緩やかにす
ることが一部で期待されている。

最後に来週発表の欧米イベントについて。水曜日発表の５月の米国消費者物価指数が
前年比+4.2％、コア指数が同比+2.9％と予想されている。FRB の目標２％を大きく上
回ることになると、いくらトランプ大統領が叫んでも利下げは実現しない。木曜日の
ECB 理事会では 0.25％利上げが決定されるだろう。世界中に投資資金が余っている
とよく聞くが、米大企業が莫大な資金調達を内外で行い、解約制限する大規模ファン
ドが出ていること、国内では信用取引買い残高が 1 カ月で 77 百億円増と膨らんだこ
となど考え合わせると、株式市場が少し調整するか。

KPA の投資戦略
ロング（買い） ショート（売り）

好財務の割安株、今期増益株 高 PB 低位株、高 PE 新興株

(注) ヘッジ・ファンド向け戦略としての一例。投資期間は半年程度を想定。
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